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 東日本大震災による被害を受けた糖尿病患者を治療した際、震災後の血糖コントロールはすべての糖尿病患

者において一様に悪化するのではなく、その変化は患者によって多様であることに気がついた。そこで、血糖

コントロールの変動の違いを規定する要因を特定することを目指した研究を行うことを想起し、このような血

糖コントロールに影響を与えうる要因として、外的要素（被害状況の程度など）と内的要素（患者本人の糖尿

病を初めとする病態）を想定した。血糖コントロールを悪化させる要因を明らかとし、災害後に血糖コントロ

ールが悪化する患者を予測することは、震災後の糖尿病悪化を最小限にするためにも非常に重要なことである

と考えられる。本研究では震災後に糖尿病が悪化した患者とそうでなかった患者とでどのような違いがあるの

かを調査することを目的に研究を行った。 

被災地にある病院に通院する、497 名の糖尿病患者を対象として研究を行った。震災 1ヶ月後、震災 3ヶ月

後の代謝パラメーターを前向きに、震災前データを診療記録から後ろ向きに収集し、震災前後の比較を行った。

また、震災被害や震災後の生活変化についてアンケート調査を行った。これらについて、血糖コントロールと

の相関を解析するため、HbA1c 値の上昇群・低下群での群間比較を行った。アンケート調査で得られた震災被

害あるいは生活変化のすべての項目において、HbA1c 低下群と上昇群の間で有意差を認めるものはなかった。

一方、HbA1c 上昇群では低下群と比較し、空腹時血清 Cペプチドが有意に低く、多重ロジスティック解析の結

果から、空腹時血清 C ペプチド値が震災後の血糖コントロール悪化と有意に相関することが明らかとなった。

さらに、空腹時血清 Cペプチド値により 3群に層別し、傾向検定をおこなったところ、空腹時血清 Cペプチド

が低値であるほど血糖コントロールが有意に悪化することが示された。 

本研究は、内因性インスリン分泌能の違いという糖尿病の病態の差異が、災害後の血糖コントロール悪化に

関与することを示唆するもので、災害後悪化のメカニズムの医学的解明につながると考えられる。さらに、空

腹時血清 Cペプチド値が災害の影響を強く受けやすい患者を予測するマーカーとなる可能性が示された。この

ことから、平時に空腹時血清 Cペプチドを検査し、患者本人も含め内因性インスリン分泌能を把握しておくこ

とは、災害などの有事の際に、限られた医療資源の有効配分につながるものと期待される。 




